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福山藩文武総裁 

 

経 歴 

生：文化２年（１８０５年）８月 

没：明治１８年（１８８５年）、享年８１歳 

文政１１年（１８２８年） ２３歳 安藤外記定孝の養子となる 

嘉永６年（１８５３年） ４８歳 正弘の命により、会津藩黒河内十太夫について長沼流兵学

及び操練法を学ぶ 

嘉永７年（１８５４年） ４９歳 藩校誠之館の開設に尽力し、文武総纏を務める 

慶応元年（１８６５年） ６０歳 長州再征のとき蟄居を解かれ石州口に出張する 

慶応４年（１８６８年） ６３歳 長州兵が福山に迫ったとき、藩を代表して交渉にあたり、福

山を戦火から救う 
 

 

生い立ちと学業、業績 

用人役三浦音人儔連の次男にして、安政１１年（１８２８年）用人役安藤外記定孝の養子とな

る。 

 

名ははじめ復五郎、のち外記、字は織馬、諱は定保のち定虎、通称は太郎右衛門、号は藤

斎（蟄居名）・一斎（俳号）。 

福山藩士。 

妻は永峯より嫁ぐ。 

 

嘉永６年（１８５３年）、阿部正弘の命により会津藩黒河内十太夫について長沼流兵学及び操

練法を学ぶ。 

帰藩後、家法および甲州流長沼流を取捨した兵法を採用し、藩士を教授する。 

 

嘉永７年（１８５４年）藩校誠之館の開設に尽力し、その文武総纏を務める。 

また藩政にも参画し、正弘公など五君に仕えた。 

 

尊皇攘夷の志篤く、元治元年（１８６４年）禁門の変が起きると、安藤をはじめとする福山藩勤



皇方山岡秋崖、斉藤甚左衛門、大森鉄之丞、吉田助左衛門の５名は尊攘派と行動を共にし

た。 

そのため幕府より蟄居を命じられ、１００日あまりの蟄居中に長州再征となり、石州口に出張し

た。 

 

慶応４年（１８６８年）長州兵が福山に迫った時には、三浦義建・関藤藤陰らと藩を代表して交

渉にあたり、福山を戦火から救った。 

 

俳句も得意とした。 

 

     雪に無理にぬれつつ居れバ松乃音 

  （月前梅花）月かげのさゆるかぎりは梅が香の 

                 かをれるくまもあらぬ色かな 

 

子は安藤行敬（並樹）で、兵学を修める。 
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